







































































































































数学I , A 4
数学I ,11 4
数学1,11,A 19
数学 I, n , A , B 7















































































































































足し算 引き算 掛け算 割り算
整数 4.9 4.8 4.8 4.7
小数 4.6 4.6 4.5 4.4









面積 体積 角 速さ 合同•対称 拡大•縮小
4,2 4.0 4.4 3.7 3.6 3,6
グラフ 比例•反比倒 割合1場合■確率 その他





























小学1年 小学2年 小学3年 小学4年 小学5年 小学6年
4.4 4.2 3.9 3.7 3.3 3.2
1(不得意)---2 --- 3(普通)一4 --- 5(得意)
中学1年 中学2年 中学3年 高校1年 高校2年 高校3年
3,2 3.0 2.8 3.2 3.1 3.0
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分野 整数 小数 分数
偏差値 62.2 50.0 52.6





偏差値 39.0 47.8 52.6 40.7 49.2







































































「表7, 8, 9,10,11Jから,学生がどの単元で躓いた 
のか,どの学年から篇数に対する苦手意識がでてきた 
のかを確認し,躓きポイントでの生徒により分かり易 
い授業計画を立てることが,算数に訝する関心•意欲 
を高めることに繫がっていく。
数と計算では,特に,小数の掛け算,割り算から 
苦手意識が高まり,他の領域では,割合,比例反比例, 
場■合の数と応用の文章題を苦手と感じている。
計算の基本である整数の足し算では,位を揃えるこ 
とをしっかりと押さえる。 整数の引き算では,見体 
物を通して引き算のみや意味を押さえる。
どの計算も,計算の習熟が最も重要であり,-度に 
多くではなぐ毎^!少しずつなう方が勁率的である。
苦手な計算としては,分数計算よりも小数計算を苦 
手にしている生徒が多ぐ算数の躓きボイントとなっ 
ている。小数の足し算,引き算では,位をしっかりと 
意識し,繰り上がり,繰り下がりに注意して計算する 
ことを押さえる。小数の掛け算は,基本は整数と同じ 
ように計算し,最後の積に小数点を打てば良いだけで 
あることを押さえる。小数の割り算は一番苦手とする 
計算であり,表12が示すように,現学生も少数計算が 
苦手である。小数+小数は現学生の中でも問違う学生 
が多数存在する。特に,余りのある小数の割り算は不 
得意である。割る数が整数になるように,割る数-割 
られる数ともに小数点を移動し,商は,割られる数に 
移した小数点を打つ。余りは,割られる数の元の小数 
点に揃える。この手順を繰り返し練習させることが重 
要である。学年的には,小学校の4年を境に数学嫌い 
が急増している。小学生の時から,こつこつと計算練 
習を積み重ねていくことの重要性を痛感する。
授業の最後の1〇分ないし、15分を理解度の確認 
のための時問として位置づけ確認小テストを実施した。 
確認小テストの結果を表12にまとめている。
この中で,図形分野,特に面楨の得点率が低さが目 
立つ。小テストの中で,単位の変換が出來ていない学 
生が多く,改めて授業で押さえる必要がある。小学校 
で学んだとき,図形の定義や性Kについて十分に学習 
出来ていなかった。図形は,视覚的に特徴を捉え,論 
理的に考え,作図を通して図形の定義や性質を理解さ 
せる事が重要であり,面積に関しては,公式を導いて 
いく過程をしっかりと押さえ,理解させることが重要 
である。
割合の問題が出来ない学生は,％への置き換えや小 
数-分数の問題の理解力が極端に不足している傾向が 
ある。
比例とグラフも学生の苦手分野となっている。関数 
の考え方は低学年から物と物の対応で押さえられてお 
り,髙学年では,2景の関係をグラフで表し,最終的に 
比例•反比例の関係につながっていく。低学年の時に, 
変化様子を捉える能力や対)芯規則を捉える能力が養わ
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れなかったことが,高学年になり関数的考え方につい 
て行けず,苦手意識が定着してしまったのではないか。
中学入試特有の文車題が苦手な学生も多い(「表12J 
参照)が,これは小学生の解き方を忘れてしまい,方 
程式なら解ける学生を含んでいる,全く解らないとい 
う学生もいるが,国語力がないために質問の意味が分 
からずに解けない学生もいて,これは算数の問題では 
なく,読解力を補強することが必要ではないか。
分かり易い授業の要索として大切な項Sの中に,教 
師の話法がある。いくら素晴らしい授業デザインをし 
ても,小さい声でその内容が伝わらなければ全く意味 
がない。はっきりと伝わる声の大きさで授業を行なう 
事が大切であり,そのためには,S線や身振り•手振 
りとあわせてしっかりと授業内容を伝える練習が必要 
である。
同時に,話すときの速さと強弱についても十分に意 
識する必要がある。強調したい箇所では,ゆっくりと 
大きめの声で話すようにする。集中させたいときは, 
はっきりと小さな声で話すのも一つの方法である。い 
ろいろな工夫をして生徒の集中力が持続するようにす 
る。
また,授業をする上で重要な発音とともに意識する 
必要があるのは,文末の語句をどう表現するかである。 
文末がはっきり伝わらないと意味が分らなくなってし 
まぅ。
また,一部の学生が述べているように,授業にお 
いては板書の重要性を認識しておく必要があり,板書 
を行なう場合,何を書くか,どの様に書くかを常に意 
識する必要がある。黒板を見渡した時に,授業の展開 
がよくわかるようなレイアウトを工夫しながら板書す 
る。算数の授業においては,計算■解法過程をしっか 
りと,丁寧に板書する。
色チョークは色によって使い分けをするが,生徒に 
はその色の約束事を最初に示しておく。当然のことだ 
が,字は丁寧に読みやすい字を書く。字の大きさにも 
注意を払う。場合によっては教室後方に着席している 
生徒にちゃんと見えるかの確'認をする。この様にして 
納得のいく板書が出来たとしても,書いたことをすぐ 
に消してしまうと,生徒は板害をそのまま写す事だけ 
に集中してしまう。生徒の様子を観察しながら消す夕 
イミングを見極めることが大切である。
板書に関しては,以上のようなことに留意しながら, 
生徒が情報を消化しやすい板書を心掛けることが肝要
である。
今回は実施していなかったが,授業ごとに課題を課 
すことの必要性を感じた。学生に確認してみると,算 
数の自宅学習の時問はほとんど取られていなかった。 
このことから,学生の実情に応じた内容•難易度と問 
題量を考慮しながら毎lEl課題を課すことで,基礎学力 
の定着と学習習慣を身につけさせることができるので 
はないかと思われる。
5.まとめ
今回の授業では,算数の基礎学力を高め,受講生に 
教育実習や現場での授業力を高める目的で授業計画を 
立てた。授業においては,短大では授業の具体的な進 
め方を教えてもらう機会が少ないので,現場での状況 
を念頭に授業を進めてきた。
学生の篇数の学力は小学投の始めの段階ですでに差 
が出來ており,小学校4年を境にして,その差は広が 
っている。内容がより難しくなる中学,高校では更に 
拡大し,短大生になった現在も躓きポイントから先が 
理解出夹ていない(学習していない)状況である。
小数の掛け算,割り算で躓いた学生は,授業で毎回 
実施している確認テストの結果でも,極端に正解率が 
低く出ている。
授業毎に実施した確認テストに関しては,その結果 
から,授業の課題にどのように考え取り組んできたか, 
その姿勢や_を解く過程を知ることが出來た。これ 
らの材料をもとに,現在の学生の問題点を知り,その 
ことから現在の指導法を検証し,授業改善を行なう。 
また,授業がシラバス通りに進んでいるか,学生が授 
業内容を理解出來たかが確認テストの結果で確認する 
こともできた。來年度においては,毎回の確認テスト 
を利用して,授業についての感想,疑問質問点の項目 
を設け,授業アンケートの耍素も加えたものにする予 
定である。
今回の講義を通して感じたことは,授業で学んだこ 
とを深め、発展させるために家庭において復習してい
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る学生が少なく,内容の定着が不足している事である。 
次年度からは,授業終了前に少し時間をとり,講義の 
復習,確認を実施し,R問時間を設けてみよ9と思う。 
また,知識•理解の強化に向けて,練矜問題に取り組 
むための課題を課すことも一考の余地がある。
今回の講義を通して,学生の算数•数学の躓きボイ 
ント,分かり易い授業方法,講義での理M度等が明ら 
かになり,これらの結果から,今一度指導方法を再考 
し,次年度に向けて,更なる授業改善に取り組みたい 
と考えている。
6.弓I用文献■参考文献
文部科学省小学技学習指導要領解説算数編 
平成2 0年8月
ピアスーバーバイザーからのコメント
「算数」の授業を受講している学生への聞き取り調 
査■アンケートを基に、学生の「算数』に対する苦手 
意識がいつ頃どのような原因で芽生えるのか、またそ 
れを克服する効果的な授業のあり方は、といった問題 
に取り組んだ、特に小学校教員を目指す学生にとって 
は興味深い内容の報苦である。生徒の躓きポイントを 
知り、そこを乗り越えさせるための効果的な授業力'法 
を工夫することが、篇数嫌い、数学嫌いを生み出さな 
い最善の策であることがよく埋解できる。このことは 
「算数」「数学」に限ったことではなく、どの教科■科 
目においても共有されてしかるべきものであろう。
(担当：小林 伸雄)
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